

菊一は、古稀を迎え、この３月末で４４年間の国の内外での医療ミッションを大過なく卒業した。
４２歳に三ツ境駅の近くの二ツ橋に家内と中学生の息子と小学生の娘と４人で引っ越し相鉄沿線住民の仲間入りをさせて頂いて２８年目を迎えた。神奈川県住宅供給公社のマンションの抽選に当たり、両方の親の援助とローンを組んでスタートとなった。妻・聡子も聖マリアンナ医科大学横浜西部病院の事務補助として重いリンゲル液の運搬等薬剤師にこき使われながらローン返済に寄与することになった。娘は二ツ橋小学校５年生に転入した。横浜西部の市内の小学校のようないじめも無く、のんびりとした田舎の素朴さがあり、菊一と聡子はホッとした。
菊一は、１４年間の京浜東北根岸線、東急東横線・大井町線・田園都市線と乗り継いで用賀の研究所に片道２時間近くかって通勤していた。今度は、相鉄電車の新６０００系に乗り、三ツ境駅から大和駅、そして小田急で、中央林間経由東急田園都市線での通勤に変更することになった。土曜日は、南町田駅から目黒町、瀬谷町、海軍道路経由４５分の徒歩帰宅を楽しんだ。
２０歳から続けている恒例の朝のジョギングは、二ツ橋小学校から瀬谷高校、瀬谷市民の森、二ツ橋の水辺、楽老ハイツから三ツ境駅間での並木道等、様々なルートを出勤前２０分間楽しんだ。この地は、慶長１８年（１６１３）、徳川家康が「しみじみと清き流れの清水川かけ渡したる二ツ橋かな」と詠んだ家康お気に入りの地でもあることも「二ツ橋地名由来の碑」から知ることが出来た。休暇には、宮沢ふれあいの水辺、東山ふれあいの樹林まで足を延ばしてジョギングを楽しんで、ふるさと富雄川の水辺を想い出していた。海軍道路の直線距離も二時間ジョッグには格好のコースであった。菊一は、中間管理職として、癌の基礎研究を続けていたが、お昼休みは、職場の仲間と、砧緑地まで４キロ汗を流した。
４９歳の時、中原街道の自動車騒音と大気汚染の家族への健康に対する懸念から、再度思い切って二俣川から二つのトンネルを抜けた緑園への引っ越しを決意した。米国ニューヨークのラドバーンをモデルに作られた計画都市。西の街の遊歩道、フェリス女学院大学のキャンパス周辺、大池公園、戸塚カントリー倶楽部の周辺とジョギングコースには事欠かない。相鉄の電車が眼下に望める南万騎が原からのトンネルの出口からの風景も孫と一緒にお楽しみの場所となった。幼い時、近鉄電車の運転手を夢見た菊一には、たまらない魅力を秘めた相鉄の沿線。電車は、８０００系、９０００系、２０００系と進化した。
菊一は、古の都の近くで長男として戦後産声をあげた。まさにベビーブーマーの走りの世代。６歳迄は、まだ幼稚園も無かったせいかので、祖父・菊治と春は溜池での魚釣り、たまに鯉が釣れた。秋は松茸狩りに行って、父の教師仲間の招待で牛肉と松茸の贅沢なすき焼きを楽しんだ思い出もある。冬は、ヒヨドリ、ツグミ、鶯、メジロの観察と自然に慣れ親しむ生活を送った。近所の友達とたまには、竹藪でのジャングルゲームもしたが、原則一人で遊ぶのが好きだった。小学校に入ると、様子が変わった。数学の中学教師の父・菊三は、日曜日になると「もう勉強終わったのか？」を口癖として、外での遊びを規制して来た。後で考えると母・清子が裏から親父に言わせていたところも有ったようで、通信簿の結果も二人はとても気にした。「なぜオール５を取れないのか？」と責められた。「良く頑張ったね」と褒めることはめったに無かった。跳び箱を飛べず、体育は３。プレシャーで跳び箱の夢まで見た。四歳違いの妹紀子には両親はそれなりに甘かった。「何で俺には厳しいねん。教師には絶対ならないぞ」との反抗心も芽生えた。
菊一は、色が白くてひ弱だったので、「青びようたん」というあだ名も付いた。心配した母・清子は、三年生なると、菊一を滋賀の実家のお寺に夏休み預けるようになった。お寺の初孫として時には厳しく、また人間としての生き方も祖父・滋と祖母・ことゑから教わった。琵琶湖の浜で石投げも楽しみ随分と逞しくなって行った。
そして、私立中学受験で初めての挫折が待っていた。「模擬試験ではあんなに成績良かったのに」と話す母親の電話をそれとなく聞きながら、自分も惨めになった。一方で、成績が全ての親の生き方に「俺は自分の子供には決して成績で不機嫌にはならない事、子供の挫折を受け入れる家庭を築くぞ」との思いを与えられた。その後幸いにも菊一は、同じ価値観を有する妻に巡り合えることになる。地元の中学に入り、七カ所の小学校から来た仲間と合流。少しずつ自覚も生まれて、喧嘩も出来る体力はついて来た。菊一が中学一年生の時、清子の父・滋は、ホジキン氏病で亡くなった。小学５年生の頃から発病し、京大病院に母と一緒にお見舞いに行った。浄土真宗の住職をしていた関係で京大の総長直々に診察を受けていて、伊丹空港に届いたスイスからの新薬を投与されていた。ピンポン玉のように腫れていたリンパ節が瞬く間に小さくなる薬の効力の凄さを目の当たりにした。優しい祖父の死は、がんの恐ろしさを実体験する機会となり、「自分も将来は癌の研究をしたい」との思いが芽生えた。三年生の秋、父菊三は、柿を剥きながらふと、「おれは旅順工科大学に行きたかった。でも祖父・菊治は泣いて、『おまえは長男、母は亡くなっていないのだから頼むさかい、そんな遠い旅順に行かんと奈良師範に行ってくれ』、と懇願したという。「辛かったけど、おれの夢を諦めたんや」とポツンと話してくれた。気の毒な親父との思いが菊一と菊三の心の距離を短縮した瞬間だった。卒業に際し数学のN先生は、「忍耐は全ての扉を開く」の言葉を寄せ書きしてくれた。今も菊一の座右の銘となっている。高校受験では幸いにも、県下トップの高校へ入学出来た。２年生のクラスでは、自分が果たせなかった東大寺の付属中学から来た２人の仲間と以後５０年友との出逢いが有った。。彼らは、競争心が無く、偉そうにしない。ごまかさない、そして気立てが良く優しかった。折々に仕事に疲れて東京から戻ると菊一は彼らの素直な暖かい心で迎えてくれた。菊一は帰省の度に慰めと元気をもらって戻って行った。喜ぶものと共に喜び、悲しむ者と共に悲しむ優しい心を持っていた。中学時代に出会った東大寺の先生に教えて頂いた心だという。菊一は、医学部を目指して京都の予備校に通って捲土重来を期したが、再度挫折して、地方の公立の薬科大学に滑り込んで、老親から離れて下宿生活が始まった。６月授業を抜け出し、奥美濃行きのバスに飛び乗った。五月に植物研究部の薬草採取で行ったことのある森の奥へと歩を進めた。無性に情けなかった。もう消えてしまいたかった。夜になって、雷鳴が轟き大雨となった。怖くなって山を下り、ある村人の家の戸を叩き、「「植物採集に来て道に迷って」と言い訳、「そりゃ大変だわ、はいりゃせ」と優しく迎えいれて、泊めてくれた。朝暖かい赤だしの味噌汁をご馳走して、送り出してくれた。親父も奈良から大学に駆けつけて、心配してくれていた。その後細かいことにも干渉してきた母は、その後一切菊一にうるさく干渉することを止めた。菊一も、「親に頼らず、自分でしっかり生きてみよう。」との思いが初めて芽生えた。下宿には公正取引委員会の名古屋支部に勤務されている小関さんも下宿していた。いつも酔っ払って「とってもとっても幸せ」と夜遅く帰宅、「おい菊一飲むか」と声をかけ、日本酒を勧め、「おれも栃木の大田原から京大を目指したが駄目だった。覇気がないんだよな、俺は」。「こんな人がいた。剣道の御前試合に選ばれて出場した達人は毎日必ず真剣をを振った。一週間に三度振る人はいても、雨の日も風の日も毎日四十年毎日欠かさず振り続けるこの人は凄いよ。お前も何か毎日続けられるものを見つけて体力をつけたら気力も伴ってくるさ。俺には無理だけどな。」「お何か自分で続けられることを見つけて続けて頑張ってみろよ」。菊一は考えた。「何がおれに毎日続けられるものは無いか」と。母清子は滋賀県でトップのスプリンターだったと聞いたことがある。おれも足には自信がある。「毎朝走ろう」と決心。床に就いて走っていなかったことに気づいた夜中、下宿を抜け出し夜中、田んぼの周りを走ったこともある。一カ月続いた。「これなら続けられそう」と確信を得た菊一は、奨学金で、飛び切り上等のトレーナーとジョギングシューズを購入した。効果は３年後に現れた。学内マラソンで一位になり、１９７０年１月の第３１回東海学生駅伝で花の３区を８．７キロを３０分３０秒で激走した。この感動は菊一の人生に起きな処方箋となった。幸いにもこの菊一の決心は五十年間、雨の日も風の日も海外に旅行に行って続いている日課となっている。
二ツ橋に引っ越しても第１１回横浜マラソンに１０キロにエントリーして５２分１２秒で完走している。

１９９２年４月１９日第５回小笹・掛川フルマラソンに陸上部の友と参加した。スタートから１０キロ迄大雨の中の厳しいレースとなり、米国で買ったウインドブレーカーが濡れて重くなり途中で脱ぎ捨てて頑張ったが、第５関門（制限時間３時間４５分）４５秒遅れのオーバーでストップかけられて、屈辱のリタイア、新幹線小田原駅の階段、びっこを引きながら降りて、三ツ境駅に戻った。帰宅したら母からの伝言。「親父が倒れたのですぐ帰ってこい。」「こんな時にマラソンとは」と。母は翌日看病疲れで腰の骨を骨折し入院、その後十日間は、妹夫婦と交代で父を看病し、５月３日家内と二人で父の逝去を看取った。
１９９５年７月大学卒後２５年長良川河畔のホテルで同窓会が開かれた。菊一は「「卒業して２５年、もうすぐ５０歳、このまま体力・気力低下して老年になり、人生を終えるのはつまらない。一つこれからの人生にカツをいれるような大きなことを一緒にやりませんか。例えばホノルルマラソンに参加して42.195Kmを共に完走を目指してチャレンジいかがでしょうか？」と訴えた。「おい菊一おれもやりたい、私も」という男女の仲間が７名手を挙げた。
１９９５年１１月２３日の横浜フルマラソンでも２０キロまで鶴見川の畔を快調な走り、しかし２５キロから足が上がらず３０キロでリタイア。
横浜の自宅から、Hoaen Honoruru 18の会報を発信し決心した仲間に自分のリタイア様子も報告した。洋光台の教会から、樋野公園墓地、鎌倉街道から清水橋で野庭団地、上永谷、舞岡、戸塚駅、踊場交番前から中田町、領家、西が岡、岡津、新橋、善部町、希望が丘、笹野台、瀬谷市民の森の５時間走も２回行った。
更に、ゆめが丘駅から、和泉川沿いを境川の合流点から境川遊水地公園を経由して、善行から白旗、藤沢本町駅まで元旦ジョギングも行った。
１９９６年１２月８日、最終的に４名がホノルルをチャレンジすることになり、横浜の業者に特注したHoaen Honoruru 18ネーム入りTシャツで走ることになった。米子、鈴鹿、大垣（女性）、横浜からそれぞれホノルルのホテルに参集。第２４回ホノルルマラソンは、完走者２万４千３百３５人。菊一は、５時間４７分２０秒で無事完走し、順位は、１万４千１１位。菊一は、達成感で一杯の中、１週間後５０歳の誕生日を迎えた。この達成感は、菊一を２５年間の研究生活から新たな分野・我が国での新薬審査の新たな組織の経ち上げの一人としての参画への転身の決断を与えることになった。
その後、５２歳の時には、不思議な縁で菊一は、１５年間の夢がかなってジュネーブのWHO本部課長ポストで勤務する道が拓けた。採用試験の際、米国人Dr.Quick WHO/EDM部長との面接で、「業績リストに多彩な研究業績が記載されているがフィールドワーの経験は有るか？」と聞いて来た。「１９９６年秋の中国での経験があります。」と応えると、「その経験を中国語で話して欲しいと」求められた。１９９６年秋に、遺伝子組換えヒトインスリンの技術指導で天津医薬品検験所に６週間行ったことを、「リュウガシンシンチ、ウザイ、ティアンジンジェンエンソ、ゴンゾ」と話した。目を丸くして聞いてくれその意味を聞いて来た。その後英語でフォローしたところ、「素晴らしいフィールドワークだ、一緒にやろう」と握手してくれた。この４年間の単身赴任中も菊一は、ベルンマラソンやジュネーブ・エスカラードマラソンを楽しんでいた。時々日本に戻って緑園都市駅に降り立つと、スイスに優るとも劣らない美しい街であるおとを発見した。
その頃、母・清子は「京大白菊」に「私が白菊会に入会させて頂いたのは、もう３０年も昔のことです。湖西の末寺に生まれた私の祖父は、慈善事業に、一生を捧げた人でした。子供心に昭和の初期の不景気の頃、山越えで北陸へ仕事探しの人が立ち寄られると、祖母が造る大きなおにぎりの包みを、押し抱く様に、よろこんで持って行かれた印象が焼きついていて、私も何かお役に立ちたいとの思いが、入会の動機でした。毎年お送り下さる会報が楽しみんで、特に学生さんの文章には心打たれます。不思議な御縁でしょうか、今年孫娘が医師の国家試験に合格致しました。その子の父親も、スイスで（WHO）での四年の任期を終えて帰国致します。人の世の務めも終わった今、心静かにお役に立つ日を待っております。」と寄稿していた。
２０１１年１月１４日清子は８９歳の生涯を閉じた。菊一は、母の遺言に従い、１７日京都大学医学部解剖センターにて献体手続きを聡子と無事済ませた。大雪を踏みしめての手続きだった。
同年１０月２０日、京大医学部により、追善の式典として第１１１回解剖体祭が京都・黒谷本山「金戒光明寺」で執り行われ、横浜から家内、息子夫婦と孫、そして滋賀から叔父、叔母と七名で参列した。おごそかな雰囲気の中で母の霊を大切に弔って頂いていることを感謝した。第５４回京大白菊会の総会にも参加した。会員懇談の席で学生代表のNさんと少し話す機会が与えられた。
翌年３月２５日、そのNさんから職場に、メールが届いた。「突然のメール失礼いたします。私が代表を務める医療問題を学生が自主的に学ぶ場を提供するIZMの春季学習会で、是非ご講演をお願いしたく、ご連絡させて頂きました。ＷＨＯや厚生労働省での数々のチャレンジをなさっていることを知り、そのエネルギーに改めて驚かされました。医療のこれからを担う学生達に、是非直接お声を頂きたいと思いました。」の嬉しい言葉に、丁度堺の叔母が逝去された日に送られて来て、不思議な縁を感じながら受諾の返事出した。
５月３日午後１時から京大医学部付属病院第一臨床講堂で、母のことを偲びながら「若い学生に期待するもの：使命感と責任感の醸成」のタイトルで１時間講演をさせて頂いた。その後、弘前大学、群馬大学、東京女子医大、三重大学、京大、京都府立医大等の若い医学生が、熱い言葉で質問やコメントをしてくれた。折りしも、当日は１９９２年逝去した菊三の命日。「母がこのような機会を与えてくれたんだ」と確信し、不思議な巡り合わせを感謝した。１０月の始め、滋賀の僧侶・齊叔父より心暖まる返事が届いた。「『献』には差し出す、捧げる、奉ると言う意味がありますが、その根底に自己犠牲の心があるように思います。人間は、本来自己中心的な思考をするもので、損は避ける、負けることが分かっている時は黙っている。他人の欠点や失敗は非難するくせに、自分の弱みは隠し通そうとする。本当にずるい心を持っていると思います。ひとのために生きることなど全く出来ない私だと脱帽するとき、開かれてくる清らかな心が『献』の心を支えているに違いないと思います。だからこそ『献体』にはひとを感動させる力があるのだと思います。その行為は自分が起こしたものに違いないが、自分を越えているというべきではないでしょうか。お母さんの名前のとおり生涯を清らかに生きた女性だったのだと思います。お母さんの仕事を支え続けてくれた二人に拍手をおくります。」
２０１１年３月１１日は、東日本大震災が起こった。そして、菊一は５月１３日米国のアトランタ郊外のルーサーライス大学(Luther Rice Seminary & University: LRU）よりDoctor of Ministry (D.Min)（実践神学博士）を授与された。論文のタイトルは、「The New Threats to Health and the Evangelical Approach toward their Well-being」（健康を脅かす新たな脅威と回復への福音的アプローチ）」。菊一の３０年間のの様々な経験ＷＨＯでのHIV/AIDやSARS等の疾病のグローバル化と途上国支援を中心とした医薬品政策の四年間の経験、我が国の薬害、留学先での原子力発電所事故、うつ病と老人性痴呆等六つの健康を脅かす脅威を選び、これらの健康を脅かす脅威の回復への聖書的解釈、健康回復への福音的アプローチ、ソーシャルミニストリー実践のためのロードマップ、問題点とこれからのビジョンの順に章だてで、総頁103ページとなった。このよう学びのきっかけは、今から３０年前に遡る。1981年４月から教会の仲間と新約聖書をギリシャ語で読む会を毎月一回楽しんでいた。１９８４年３三月ポストドクで、米国ペンシルバニア州立大学医学部の癌研に留学し、DNA修復の研究を行うチャンスが訪れた。車で半時間の距離にスリーマイル島が位置しており、原発事故から５年後であり後述の博士論文の一部ともなった。帰国後、仲間のギリシャ語の学びはかなり進んでおり、将来の夢として温めておくことにした。２００３年６月３０年間の公務員生活にピリオド打った翌年の秋、白馬の麓でのキャンプで、この夢を実現するチャンスが訪れた。牧師から「団塊の世代が退職を迎えて、聖書の学びを神学校でするのも一つの道」とのチャレンジを受け、早速、某神学校・神学部・信徒牧師科・通信制に入学手続きをした。頭の回転も、体力も気力も低下した六十歳代のチャレンジで、それなりの苦労を伴なうものとなった。毎月数課題の講義のビデオ教材が宅急便で送付されて来た。４時半過ぎに起床して、ギリシャ語、ヘブライ語、カウンセリング、組織神学、説教総合学、聖書講解（全６６巻）、キリスト教史等８４課目を６２名の講師の個性豊かな講義を出勤前の２時間楽しんだ。　念願の野口誠先生のギリシャ語の３０回の学びは、特に興味があり集中して３か月で終了した。２年間で合計百課題のレポート提出し、全課目になんとか合格することが出来た。その後、学長の卒業面接を経て、無事２００７年３月に卒業式を迎えた。
この学びでは飽き足らずに、Doctor of Ministry (D.Min)コースを開始した某神学校の門をたたいた。２００７年夏のスクーリングでは、同時通訳付きで、米国の神学博士の先生が、「サーバント・リーダーシップと現代のパストラル・リーダー」の講義をしてくれた。医療関係者に対する聖書に基づく倫理観の醸成のヒントが得られ、博士論文の一部となった。課題レポートも何とかクリア―し、２００９年の夏に博士論文作成の許可を得た。１９８２年に薬学博士を取得して以来の二つ目の博士論文のチャレンジとなった。２０１０年８月米国のG教授による東京での集中夏期スクーリングで、英文でのLetter of Intent (LOI)の作成方法の指導を受けた。英語での質問にも丁寧に答えて頂き、自分の論文テーマのプレゼンの指導も受けた。その後３か月かけて56頁のLOIを英文で作成し、１０月下旬に、メールで大学教務課へ送付、１１月４日の朝、「Well Done, お見事100」と日本語混じりの粋な米国からのメールが届いた。その後本審査を経て、最終試験にも合格することが出来た。
丁度論文作成が終わりに近づいた２０１０年１１月聡子の母（95歳）が危篤となり入院、２３日召天した。
時を同じくして体調を崩した８９歳の菊一の母も１２月５日に救急車で緊急入院、１月１４日逝去した、母の遺言に従って、京大医学部への献体手続きをした。死生観の異なった二人の母のそれぞれの思いを尊重しながらお別れをした。新約聖書（ヤコブ書４章１５節）には、「主のみこころなら、私たちは生きていて、このことを、または、あのことをしよう」とある。
２００９年４月一緒にホノルルマラソンを一緒に完走した米子の学友の急逝の悲報が届いた。親父が生きた年代迄もし生かせて頂けるとしたら、あと２年だ。
２００９年１月、順天堂大学医学部病理・腫瘍学教授の樋野興夫博士は、特定非営利活動法人「がん哲学外来」を立ち上げた。
２０１年１２月１８日不思議な縁で、「がん哲学外来」御茶ノ水メディカル・カフェの開設準備のためのシンポジウムに誘われて参加した。２０１２年５月から毎月一度のカフェには、百名近くの参加者があり、今年１２月には第６７回を迎える。菊一は、「がん哲学外来」の読書会やファシリテーターのお手伝いを続けている。
２０１７年１１月１１日中学卒後５５年の同窓会が奈良で開催され、２４年ぶりに菊一も参加した。既に０２０名が逝去しており、黙とうして開始された。近況報告で、今朝５時に起きて５０年続けているジョギングをして新幹線で来た事、お茶ノ水メディカル・カフェのボランティアの様子も紹介した。参加者は「お前は勉強だけだと思っていたが、驚いたわ。凄いな、頑張りや」と優しい言葉をかけてくれた。有難いことである。　
菊一は、今は自由の身になって、ホノルルマラソンのフィニッシャーメダルをリュックサックに付けて、五歳の孫や八歳の孫にジイジジイジと呼ばれながら、こども自然公園、保土ヶ谷公園、いずみ中央駅のすぐ近くの和泉川畔公園での散策を楽しんでいる。　


